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一般会計　各財政指標の推移

５年度
全道町村平均

85.6

 9.2

15.7

５年度
管内平均

88.1

10.2

20.1

５年度

86.0

8.2

－

４年度

84.8

8.0

－

３年度

84.3

7.7

－

２年度

89.8

7.5

6.9

元年度

89.3

 7.1

 6.0

区　　分

　　経常収支比率

　　実質公債費比率

　　将来負担比率

歳出の内訳

前年比増減率

△  1.6

△  3.4

△ 15.5

△  2.3

△ 79.5

12.2

△ 18.0

△ 13.6

3.1

233.1

△  7.6

△ 19.7

決算額

7707 万円

12 億 0686 万円

11 億 1965万円

５億 1465 万円

４億 2041 万円

１億 6378 万円

３億 7920 万円

２億 1670 万円

８億 8752 万円

６億 6995 万円

６億 8341 万円

63 億 3920 万円

区　分

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

合　計

特別会計決算

決算額

２億3800 万円

２億 3309 万円

１億 8825 万円

１億 8651万円

８億 3260 万円

８億 3104 万円

8647 万円

8622 万円

２億 9891 万円

２億 9033 万円

４億 9867 万円

４億 8728 万円

21億 4290 万円

21億 1447 万円

2843 万円

区　分

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

差引繰越額

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護サービス特別会計

国民健康保険診療所

事業特別会計

合　計

歳入の内訳

前年比増減率

3.2

22.5

△ 15.4

△ 23.3

△  1.3

△  6.6

△  1.0

△  3.0

△ 15.4

24.4

△ 87.3

1.2

2.8

△ 24.3

△ 19.0

決算額

７億 5172 万円

２億 6929 万円

１億 0434 万円

１億 3512 万円

１億 1440 万円

４億 2994 万円

18億 0481 万円

28億 0878 万円

３億 2016 万円

10億 6384 万円

２億 2763 万円

8279 万円

１億 6933 万円

46億 7253 万円

64億 7734 万円

区　分

町　税

繰入金

繰越金

諸収入

使用料手数料

その他

小　計

地方交付税

町　債

国庫支出金

道支出金

地方譲与税

その他

小　計

    合　計

自
主
財
源

依
存
財
源

町税の内訳

前年比増減率

△  2.0

45.3

1.3

0.1

△  1.6

9.1

3.2

決算額

２億 7657 万円

7766 万円

３億 3288 万円

1891 万円

3341 万円

1229 万円

７億 5172 万円

税　目

個人町民税

法人町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入湯税

合　計

令
和
５
年
度　

決

算

報

告

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決

算
が
、
令
和
６
年
12
月
10
日
か
ら
開
か
れ
た
第

４
回
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
家
計
簿
で
あ
る
令
和
５

年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
判
断
す
る
各
財
政
指
標
に

お
い
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
の

増
減
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

継
続
し
て
効
率
的
な
財
政
運
営
を
執
り
進
め
て

き
た
結
果
、
い
ず
れ
の
財
政
指
標
も
健
全
化
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
な
ど
の
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
事

業
者
給
付
金
事
業
や
、
令
和
４
年
８
月
発
生

の
大
雨
災
害
に
対
す
る
復
旧
工
事
（
繰
越
明

許
費
）
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て

　

歳
入
の
決
算
額
は
、
64
億
７
７
３
４
万

円

で

前

年

度

決

算

額

と

比

較

し

て

15
億
１
６
６
２
万
円
、
19
・
０
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
収
納
率
は
、
調
定
額
に
対
し
て

99
・
５
％
（
前
年
度
99
・
５
％
）
で
、
前

年
度
と
比
較
し
、
同
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま

た
、

町

税

の

収

入

未

済

額

は

３
１
５
６
万
円
、
不
能
欠
損
処
分
と
し
て

整
理
し
た
も
の
は
１
５
０
万
円
で
、
こ
れ

ら
収
入
未
済
額
の
合
計
額
は
３
３
０
６
万

円
の
決
算
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

２
２
０
万
円
、
６
・
２
％
減
少
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
63
億
３
９
２
０
万

円
で
、
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て
、

15
億
５
０
４
２
万
円
、
19
・
７
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

執
行
率
で
は
、
予
算
現
額
に
対
し

97
・
１
％
（
前
年
度
91
・
８
％
）
で
、

１
億
８
８
６
９
万
円
の
執
行
残
が
生
じ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
額
に
は
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
明
許
費
と
し
た
事
業
の
繰
越
額

８
３
８
６
万
円
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
を

除
い
た
執
行
残
は
、
１
億
３
３
万
円
と
な

り
ま
す
。

　経常収支比率について、令和５年度決算では、

町税や普通交付税などの経常一般財源収入は 36

億 2354 万円、経常一般財源支出は 31 億 1679 万

円となり、経常収支比率は 86.0％（収入から臨

時財政対策債を除いた収支比率は 86.4％）とな

ります。経常収支比率を前年と比較すると 1.2 ポ

イントの増となりました。

　この状況を家計に置き換えると、給料や事業収

入で得た家計収入のうち、住宅ローン、教育費、

光熱水費など、既に決まっている支出が約 86％

あり、残りの約 14％が手元に残り自由に使える

お金ということになります。

○基金残高（貯金）

　令和５年度決算における一般会計の基金残高は 25 億 8306

万円で、令和４年度の決算残高と比べて１億 9317 万円増加と

なりました。令和５年度については、財政調整基金の取り崩

しがなかったことから、基金残高が増加しました。

　町民１人当たりの貯金額 50 万６千円

　（令和６年３月末の人口で算出）

○地方債残高（借金）

　令和５年度決算における一般会計地方債（元金）残高は、

50 億 1497 万円。令和４年度の決算残高と比べて３億 4891 万

円減少しました。（内実質負担額 12 億 5008 万円）

　町民１人当たりの借金額98万２千円（実質借金額24万５千円）

　（令和６年３月末の人口で算出）

一般会計　　　項目別内訳

基金残高と地方債残高

（各項目の％は構成比）

町税11.6％

諸収入
2.1％

使用料
手数料
1.8％

繰越金
1.6％

繰入金4.2％

その他
 6.6％

その他2.6％

国庫支出金
16.4％

地方譲与税1.3％

道支出金3.5％

町債
4.9％

地方交付税43.4％

自主財源
　  27.9％

依存財源72.1％

歳入
64億7734万円

議会費1.2％

総務費
19.0％

民生費17.7％教育費14.0％

公債費
10.8％

土木費
6.0％消防費

3.4％

災害
復旧費
10.6％

衛生費
8.1％

商工費
2.6％

農林
水産業費
6.6％

歳出
63億3920万円
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町
内
の
小
中
学
生
が

車
い
す
バ
ス
ケ
を
体
験

　

12
月
21
日
、
町
教
育
委
員
会
は
「
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
体
験
教
室
」
を
開
催
し
、

町
内
の
小
中
学
生
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
座
学
と
実
技
の
二
部
構
成
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
半
の
座
学
で
は
、
北
海

道
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
の
齊
藤
雄
大

代
表
か
ら
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
と
は
何
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
実
技
で
は
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
枝
廣
一
生
選
手
と
と

も
に
競
技
用
車
い
す
の
操
作
や
ド
リ
ブ
ル

の
練
習
な
ど

を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、

試
合
形
式
で

車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル

を

体

験

し
、
参
加
者

た
ち
は
競
技

の
楽
し
さ
と

難
し
さ
を
実

感
し
て
い
ま

し
た
。

　

12
月
12
日
、
町
稲
作
振
興
会
が

新
冠
産
の
新
米
「
判
官
伝
説
（
ゆ

め
ぴ
り
か
）」
を
新
冠
小
学
校
に

40
キ
ロ
、
新
冠
中
学
校
に
50
キ
ロ

寄
贈
し
ま
し
た
。
同
会
の
寄
贈
活

動
は
10
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

　

新
米
を
受
け
取
っ
た
小
学
校
６

年
の
渡
部
峻
さ
ん
は
「
感
謝
し
て
、

み
ん
な
で
美
味
し
く
食
べ
ま
す
。」

と
お
礼
し
、
中
学
校
２
年
の
氏
家

康
介
さ
ん
も
「
お
米
が
大
好
き
な

の
で
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

新
冠
町
稲
作
振
興
会
が

小
中
学
校
に
新
米
「
判
官
伝
説
」
を
贈
呈

　

12
月
14
日
、
市
民
劇
団
ど
・

こ
～
れ
新
冠
が
第
27
回
定
期
公

演
を
レ
・
コ
ー
ド
館
で
開
催
し
、

３
５
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
公
演
「
な
ま
ら
ふ
ぇ

す
て
ぃ
ば
る
」
は
、
2
年
前
に

公
演
さ
れ
た
「
北
海
道
村
1
グ

ラ
ン
プ
リ
」
の
続
編
で
、
ご
当

地
ア
イ
ド
ル
を
中
心
に
物
語
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
演
後
、
来
場
者
か
ら
は
出

演
者
た
ち
の
熱
演
に
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
劇
団
ど
・
こ
～
れ
新
冠
が

27
回
目
の
定
期
公
演
を
開
催

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

12
月
17
日
か
ら
北
海
道
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
の
職
員
が
、
地

域
へ
の
奉
仕
活
動
と
し
て
町
内
の

高
齢
者
住
宅
９
件
を
訪
問
し
、
照

明
器
具
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
が
毎
年
行
っ
て

い
る
活
動
で
、
訪
問
を
受
け
た
方

は
「
年
と
共
に
高
い
所
に
上
が
る

こ
と
が
怖
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

何
年
も
照
明
器
具
の
清
掃
に
は

手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

北
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
株
式
会
社
が

高
齢
者
住
宅
の
照
明
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

1
月
1
日
、
平
成
3
年
か
ら
続
く
新
年
伝

統
行
事
『
新
年
隆
盛
み
こ
し
』
が
氷
川
神
社

で
行
わ
れ
、
約
２
０
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
新
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
行

わ
れ
、
年
明
け
と
同
時
に
氷
川
若
衆
会
が
神

輿
を
担
き
、
境
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
判
官
太
鼓
保
存
会
の
太
鼓
初
打

ち
と
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
は

楽
し
み
な
が
ら
新
年
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

氷
川
神
社

『
新
年
隆
盛
み
こ
し
』

　

１
月
６
日
、
新
冠
消
防
団
・

消
防
署
新
冠
支
署
連
合
出
初
式

が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
90
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
悪
天
候
の
た
め
、
予

定
さ
れ
て
い
た
消
防
庁
舎
裏
で

の
観
閲
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
市
街
地
の
分
列
行
進
は
予

定
ど
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
街
地
の
分
列
行
進
に
は
町

内
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、
行

進
を
見
守
る
町
民
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

令
和
７
年

消
防
出
初
式

その１

　

12
月
17
日
、
歳
末
防
犯
運
動

出
陣
式
が
役
場
ロ
ビ
ー
で
行
わ

れ
、
町
の
防
犯
運
動
関
係
者
31

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
の
安
全
と
防
犯

活
動
の
一
環
と
し
て
、
新
冠
町

防
犯
協
会
・
新
冠
町
・
静
内
警

察
署
が
協
力
し
て
例
年
年
末
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
陣
式
終
了
後
、
参
加
者
た

ち
は
防
犯
の
タ
ス
キ
や
腕
章
を

身
に
つ
け
、
歳
末
の
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

歳
末
の
事
故
や
犯
罪
防
止
に
向
け

歳
末
防
犯
運
動
出
陣
式

　

１
月
11
日
か
ら
栃
木
県
宇
都
宮

市
で
行
わ
れ
る
、
第
30
回
全
日
本

Ｕ
―
15
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

に
出
場
す
る
新
冠
中
２
年
の
中
川

蓮
さ
ん
が
12
月
26
日
、
鳴
海
町
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、
新
ひ
だ
か
町
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
Ａ
ｒ
ｅ
ａ
ｒ
ｅ
ａ

（
ア
レ
ア
レ
ア
）
Ｆ
Ｃ
に
所
属
し

て
お
り
、全
国
大
会
に
向
け
て
「
自

分
が
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
大
会
に
臨
み
た
い
」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

新
冠
中
２
年
の
中
川
蓮
さ
ん
が

フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会
出
場
を
報
告

　

１
月
８
日
、
氷
川
神
社
で
新
冠

町
交
通
安
全
推
進
委
員
会
（
鳴
海

修
司
会
長
）
主
催
の
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全
推
進

委
員
や
交
通
安
全
協
会
員
な
ど

関
係
者
21
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

交
通
祈
願
終
了
後
、
主
催
者

を
代
表
し
て
鳴
海
会
長
は
「
皆

さ
ん
の
出
席
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

新
冠
町
の
交
通
安
全
を
願
い

氷
川
神
社
で
交
通
安
全
祈
願
祭

　

12
月
17
日
、
新
冠
小
学
校
で

日
高
振
興
局
主
催
「
ひ
だ
か
馬

の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
冠
町
で
は
福
田
剛
己
さ
ん

（
新
冠
小
１
年
）
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
髙
見
芳
彦
日
高
振
興
局

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
田
さ
ん
の
作
品
を
含
む

優
秀
賞
・
入
賞
作
品
は
『
２
０
２
５

年
ひ
だ
か
馬
の
絵
カ
レ
ン
ダ
ー
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
冠
小
１
年
の
福
田
剛
己
さ
ん
が
優
秀
賞

ひ
だ
か
馬
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト

新米を受け取る新冠小学校児童
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１
月
11
日
、
㈱
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
と

町
商
工
会
共
催
に
よ
る
動
画
編
集

体
験
が
朝
日
の
森
で
開
催
し
、
６

家
族
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
編
集
ソ
フ
ト
と
無
料

素
材
を
使
い
、
動
画
作
成
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
講
師
を

務
め
た
㈱
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
の
加
藤
正

行
場
長
か
ら
「
良
い
動
画
を
作
る

コ
ツ
」
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
感
性
を
活
か
し
た
素
敵
な
動

画
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

目
指
せ
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
？

親
子
で
動
画
編
集
体
験

　

１
月
９
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
札
幌
白

石
高
校
と
新
冠
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
に
よ

る
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
約
１
４
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
全
国
大
会
出
場
経

験
の
あ
る
札
幌
白
石
高
校
吹
奏
楽
部
が
毎
年
、

新
冠
町
で
の
合
宿
に
合
わ
せ
、
地
域
貢
献
活

動
と
し
て
入
場
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
盤
に
行
わ
れ
た
、
札
幌
白

石
高
校
吹
奏
楽
部
と
新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
合
同
演
奏
で
は
、
総
勢
84
名
に
よ
る
迫
力

あ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
演
奏
が
終
わ
る
と

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

札
幌
白
石
高
校
・
新
冠
中

合
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

　

朝
日
の
森
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
が
完
成
し
、
町
は
１
月
17
日
か

ら
一
般
開
放
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
日
曜
日
と
な
っ
た
19

日
に
は
、
家
族
連
れ
や
友
人
同

士
な
ど
20
名
以
上
が
訪
れ
、
大

人
も
子
ど
も
も
久
し
ぶ
り
の
ス

ケ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

靴
ず
れ
を
し
た
子
ど
も
も
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
す
ら
気
に
せ

ず
滑
り
続
け
、
リ
ン
ク
に
は
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
元
気
よ

く
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
の
森
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
を
開
設

　

1
月
18
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
新
冠
町
商
工

会
主
催
に
よ
る
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
は
、

昨
年
11
月
と
12
月
に
参
加
加
盟

店
で
一
定
額
以
上
の
買
い
物
を

し
た
方
が
参
加
で
き
る
抽
選
会

で
、
当
日
は
開
始
時
間
か
ら
多

く
の
町
民
が
集
ま
り
、
参
加
者

た
ち
は
ガ
ラ
ポ
ン
を
回
し
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
運
試
し
を
し
て

い
ま
し
た
。

町
商
工
会
主
催
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

多
く
の
町
民
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り

　

１
月
22
日
、
新
冠
小
学
校
が

地
震
を
想
定
し
た
初
の
冬
季
避

難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
児
童
た
ち
が
防

寒
着
を
着
用
し
て
屋
外
に
避
難

し
た
後
、
大
津
波
警
報
が
発
令

さ
れ
た
想
定
で
、
校
舎
2
階
へ

二
次
避
難
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
防
寒
着
の

着
用
時
間
の
把
握
も
目
的
と
し

て
お
り
、
今
後
は
、
結
果
を
踏

ま
え
、
効
果
的
な
冬
期
間
の
避

難
方
法
を
検
証
す
る
予
定
で
す
。

新
冠
小
学
校
が

初
の
冬
季
避
難
訓
練
を
実
施

その２

令
和
７
年

新
冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式
典

　

１
月
12
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
令
和
７
年
新
冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式

典
が
挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
33
名
が
感
謝
と
希
望
を
胸
に
大

人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
二
十
歳
の
門
出
を

迎
え
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
鳴
海
町
長
の
式
辞
、
氏
家
議
長
の

祝
辞
に
続
き
、
保
護
者
や
町
関
係
者
が
見
守
る

中
、
二
十
歳
に
な
っ
た
参
加
者
を
代
表
し
て
、

関
口
幸
次
郎
さ
ん
が
町
民
憲
章
の
朗
唱
を
行

い
、
続
い
て
椛
島
彩
良
さ
ん
が
、
成
人
の
誓
い

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
成
人
の
集
い
で
は
、
参
加

者
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た
友
人
た
ち
と
笑
顔
で
語

り
合
い
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

P6  広報にいかっぷ　2025.2 広報にいかっぷ　2025.2 P5



二十歳の皆さんが

二十歳を祝う式典後に町内の小中学校を訪問

その３

　

１
月
26
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
雪
合
戦
大
会
が
開

催
さ
れ
、
16
チ
ー
ム
・
約
１
５
０

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
年
齢
や
出
場
回

数
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
こ
の
大
会

に
合
わ
せ
て
新
冠
に
帰
省
し
て

参
加
し
た
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
白
熱
し
た
試
合
が

続
き
、
今
回
の
結
果
を
受
け
て
、

昨
年
準
優
勝
の
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
」
な

ど
が
昭
和
新
山
で
の
雪
合
戦
大

会
に
出
場
す
る
予
定
で
す
。

初
心
者
も
ベ
テ
ラ
ン
も
熱
中

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
雪
合
戦
大
会

　

１
月
26
日
、
日
高
振
興
局
は

青
年
の
家
で
日
高
山
脈
襟
裳
十

勝
国
立
公
園
の
誕
生
を
記
念
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
管
内

の
親
子
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
環
境
省
自
然
保
護
官

の
草
留
大
岳
さ
ん
か
ら
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
仕
事
に
つ
い
て
学
び
、

自
宅
に
設
置
す
る
野
鳥
の
巣
箱

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

親
子
は
、
く
ぎ
打
ち
に
苦
労
し

つ
つ
も
、
協
力
し
て
全
員
が
立
派

な
巣
箱
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
仕
事
を
学
び

親
子
で
野
鳥
の
巣
箱
づ
く
り

　

１
月
12
日
の
「
二
十
歳
を

祝
う
式
典
・
成
人
の
集
い
」

終
了
後
、
二
十
歳
を
迎
え
た

皆
さ
ん
が
町
内
の
小
・
中
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
町
内
の
各
学
校
か
ら
の

提
案
に
よ
っ
て
式
典
と
合
わ

せ
て
学
校
開
放
が
さ
れ
た
も

の
で
、
新
冠
町
で
は
昨
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
皆
さ
ん
は
、
校

内
を
散
策
し
な
が
ら
学
校

の
変
化
や
黒
板
の
低
さ
に

驚
い
た
り
、
当
時
の
思
い

出
を
懐
か
し
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
朝
日
の
森
に

姿
を
変
え
た
旧
朝
日
小
学

校
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

朝
日
の
森
に
事
業
所
を
構

え
る
㈱
ｍ
ｍ
ガ
ー
ド
の
ご

厚
意
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

空
撮
が
行
わ
れ
、
記
念
映
像

と
し
て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
こ
ん
な
体

験
が
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
と
喜
び
な
が
ら
撮

影
に
臨
み
、
撮
影
後
は
送

迎
に
来
た
家
族
と
一
緒
に

映
像
を
鑑
賞
し
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

アニマル号（移動図書館車）運行日程

12：45～ 13：10	 新冠中学校

14：45～ 15：15	 新冠小学校

15：20～ 15：40	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

11：00～ 11：15	 太陽簡易郵便局

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：20～ 15：40	 町民センター前（児童館）

10：05～ 10：20	 新冠小学校

10：50～ 11：05	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

14：45～ 15：15	 新冠小学校

11：00～ 11：15	 太陽簡易郵便局

２月 14 日

20 日

３月７日

13 日

14 日

27 日

夜間開館のお知らせ

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

新着ガイド
外岡秀俊という新聞記者がいた	 及川　智洋

地図なき山	 角幡　唯介

私の実家が売れません！	 高殿　円

出会った魚がわかる図鑑	 杉本　幹

ハンドケア＆マッサージ 	 池田　明子

新津春子流おうち掃除術	 新津　春子

野菜ビジネス	 梅田　みどり

バックステージの走者	 白川　典人

サラブレッドはどこへ行くのか	 平林　健一

籠の中のふたり	 薬丸　岳

閉じた海	 松本　清張

愛しさに気づかぬうちに	 川口　俊和

耳に棲むもの	 小川　洋子

青い絵本	 桜木　紫乃

六月のぶりぶりぎっちょう	 万城目　学

愚か者の石	 河崎　秋子

左太夫伝	 佐々木　譲

ようこそ、ヒュナム洞書店へ	 ファン　ボルム

「不適切」ってなんだっけ	 高橋　源一郎

　図書プラザでは所蔵資料の点検、整理作業を下記の期間で実施いたします。休館中は

ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

休館期間：３月 17 日（月）～３月 21 日（金）

　※本や雑誌は、レ・コード館正面入口の返却ポストで返却ができます。

　※�ＤＶＤ・ＣＤなどの壊れやすい資料は、開館してからカウンターへ直接返却をお願

いいたします。

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

びっくり箱のおはなし会

13：30 ～　定例読み聞かせ

10：30 ～　赤ちゃんの絵本の読み聞かせ

２月 22 日（土）

26 日（水）

 主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

 場所　図書プラザ　おはなしのへや

蔵書点検などによる休館のお知らせ

今月の一冊

「北朝鮮に出勤します」
キム　ミンジュ　著／新泉社

ソウルからバスに乗って軍事境界

線を越える。たった１時間の距離

なのに、まるで祖母の時代のよう

な日常がそこにあった…。

北朝鮮の給食施設で働くことに

なった 20 代の女性が、その特別

な１年間をつづった体験記。

図書プラザＨＰ

※状況により運行が変更・中止となる場合があります
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４月 20 日（日）投開票日
新冠町長選挙・新冠町議会議員補欠選挙
　新冠町長選挙および新冠町議会議員補欠選挙が行

われます。「新冠町」の大切な選挙です。大事な一

票を無駄にせず、投票に行きましょう。

○投票日

　令和７年４月 20 日（日）

○投票できる人

・平成 19 年４月 21 日までに生まれた方（満 18 歳以上）

・令和７年１月 14 日までに新冠町に転入届出をした人

で、引き続き住所を有している方

○投票場所

　町内に全 14 か所の投票所を設置します。投票入

場券（ハガキ）を発送しますので、投票所の場所を

必ずご確認ください。

○期日前投票

・期　間　４月 16 日（水）から４月 19 日（土）まで

・場　所　役場庁舎１階　101 会議室

・時　間　午前８時 30 分から午後８時まで

新冠町長選挙および新冠町議会議員
補欠選挙立候補予定者説明会の開催

　新冠町長選挙および新冠町議会議員補欠選挙の立

候補予定者説明会を次のとおり開催します。

　立候補手続き、選挙運動の注意事項について説明

しますので、関係者は必ず出席されますようお知ら

せいたします。

○日　時

　令和７年３月 17 日（月）　

　・町長選挙　　　午後１時 30 分から

　・議員補欠選挙　午後２時 30 分から

○場　所

　役場庁舎２階 201 会議室

○資産割の廃止

　当町ではこれまで賦課４方式（所得割、資産割、

均等割、平等割）で算定してきましたが、北海道

の資産割廃止の方針を受け、資産割を段階的に引

き下げ、令和８年度末をもって廃止します。

○税率の改正

　資産割の段階的な引き下げによる税収不足を補

うため、令和７年度から令和９年度までの３か年

をかけて、所得割、均等割、平等割の税率を段階

的に引き上げます。

○負担軽減策の実施

　上記の改正による負担軽減策として、次の２つ

の激変緩和措置を講じます。

・18 歳以下の子どもに対する軽減措置の導入

　子育て世帯への負担軽減として、現在、国が実施

している均等割５割軽減の対象を『未就学児』から

町独自に『18歳以下の被保険者』まで拡大します。

・国保税の納期の変更

　国保税の納期を現行の『７期』から『10 期』に

変更し、１期当たりの負担軽減を図ります。

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その1

国民健康保険税の税率改正のお知らせ

～ 令和 12 年度統一保険料（税）に向けて国保の税率を見直します ～

　国民健康保険は、安心して医療が受けられるように、加入者の皆さんが納めた国民健康保険税と国などの公

費により成り立っています。

　北海道では、加入者負担の公平化を図るために、令和12年度を目途に道内のどこに住んでいても同じ所得、

年齢、世帯構成であれば同じ保険料（税）とする「保険料水準の統一」を目指しています。

　これを受け、町では、賦課方式を北海道が示す３方式（所得割・均等割・平等割）へ変更していくとともに、

安定的な財源確保のため、次のとおり段階的に税率の見直しを行います。

■令和７年度の税率

比較 改正前 改正後 比較 改正前 改正後 比較

所得割 7.5% 8.0% 0.5％↗ 2.0% 2.3% 0.3％↗

区分

医療分
（国保加入者全員）

後期分
（国保加入者全員）

介護分
（40～65歳未満の方のみ）

改正前 改正後

1.0% 1.6% 0.6％↗

資産割 57.0% 38.0% 19.0％↘ 18.0% 12.0% 6.0％↘

均等割 22,000円 26,000円 4,000円↗ 7,000円

8,000円 －

6.0% 4.0% 2.0％↘

8,500円 1,500円↗

平等割 33,000円 33,000円 － 8,000円 6,000円 6,800円 800円↗

6,000円 7,800円 1,800円↗

■モデル世帯での比較

▲6,600円

51,000円

18,600円

30,100円

国保税額（年額）

現行税率 改正後 比較

828,800円

329,000円

461,600円

世帯構成・所得

99,500円

879,800円

347,600円

491,700円

世帯構成：夫婦、子ども２人（18歳以下）
所得種別：給与収入　３３０万円【子ども軽減】

世帯構成：夫婦、子ども２人（18歳以下）
所得種別：給与収入　４５１万円【子ども軽減】

世帯構成：２人世帯（夫73歳、妻72歳）
所得種別：年金収入　２９０万円【７割軽減】

世帯構成：２人世帯（夫60歳、妻58歳）
所得種別：営業所得　６００万円

106,100円

■令和７年度の税率

■モデル世帯での比較

●問い合わせ先：保健福祉課保健福祉グループ国保後期高齢者医療係　☎ 0146・47・2112

新冠町選挙管理委員会からのお知らせ

令和７年度 新冠町奨学生募集のお知らせ

　令和７年度新冠町奨学生を次により募集します。

〇応募資格

・町民またはその子弟であること

・対象校は高校、専門学校、大学、専修学校、他

・身体が健康であること

・学業が平均水準以上で性行が善良であること

・連帯保証人は２名とする

〇貸付額（無利子）

・高等学校、高等専門学校は月額５万円

・大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円

〇返還方法等

　貸付終了月から起算して６か月を経過した後に

教育委員会の定める方法により、返還すること。

　卒業後、町内に就職、または家業に従事するなど、

町民として一定期間を超えて在住した場合は奨学

金の返還金の一部を免除する。

〇応募期間

　令和７年３月３日（月）から 31 日（月）まで

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの

必要書類を提出してください。

●問い合わせ先

　教育委員会管理課管理グループ

　　　　　　   ☎ 0146・47・2547

●問い合わせ先：新冠町選挙管理委員会　☎ 0146・47・2111
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第18 回農水新冠賞絵画コンクール・第42 回森みつ少年少女文芸賞 役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その2

　１月 12 日、レ・コード館シアターで新冠町教育賞・教育奨励賞表彰式が行われ、教育賞４名１団体、教

育奨励賞２名３団体がそれぞれ受賞されました。

○新冠町教育賞

教育賞
故　八木　真樹さん（字北星町）

長年に亘り、新冠町野球連盟の事

務局次長として野球競技の普及発

展に寄与され、スポーツ振興と青

少年の健全育成に尽力されました。

芸術文化賞
橋本　莉央さん（字東泊津）

第 15 回日本バッハコンクール

札幌地区大会前期

小学１・２年Ａ部門　優秀賞

坂井　新さん（字西泊津）

第 15 回日本バッハコンクール

苫小牧地区大会

小学１・２年Ａ部門　優秀賞

若林　樹さん（字西泊津）

第 26 回ショパン国際ピアノコン

クールｉｎＡＳＩＡ【地区大会】

31. オンライン１期中学生部門

通過

※全国大会出場のため当日欠席

スポーツ賞
ＮＡＴ（字太陽）

第 35 回昭和新山国際雪合戦大会

レディースの部　準優勝

○教育奨励賞

スポーツ奨励賞
新冠中学校男子バレーボール部

令和６年度日高地区中学校体育大会

バレーボール大会　優勝

新冠中学校サッカー部

令和６年度日高地区中学校体育大会

サッカー大会　優勝

新冠中学校陸上男子団体

令和６年度日高地区中学校体育大会

陸上競技大会　男子団体優勝

谷垣　悠聖さん（字北星町）

令和６年度日高地区中学校体育大会

陸上競技大会　男子 400 ｍ優勝

中川　蓮さん（字高江）

2024 年度第 36 回全道Ｕ -15 フッ

トサル選手権大会兼ＪＦＡ第 30

回全日本Ｕ -15 フットサル選手権

大会北海道代表決定戦　準優勝

※全国大会出場のため当日欠席

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと
☆矢野　千代子	 （30,000円）

☆畑中　テツ	 （タオル１箱）

☆武田　ハル	 （タオル２袋）

☆木村　千鶴子	 （カット布１袋）

☆新冠ライオンズクラブ

	 （クリスマスケーキ７箱・タオル 100 枚）

☆ボランティアグループちょぼら	（カット布３袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて
☆前山　佳弘	 （100,000 円）

☆大竹　信	 （50,000 円）

☆後藤　勇治	 （50,000 円）

☆高瀬家	 （100,000 円）

☆濱坂　八重子	 （30,000 円）

●福祉事業に役立ててと
☆田端　百合子	 （古布１箱）

☆中村　ツギミ	 （古布１箱）

☆小田島　啓子	 （古布１袋）

☆石田　正胤	 （古布３袋）

☆匿　名	 （オムツ３袋）

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２

月

18 日（火） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパ
る～む　～育児編～

保健センター

25 日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

３

月

２日（日） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパ
る～む　～育児編～

５日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座

12 日（水） 13：00～16：30 フッ素塗布

14日（金） 受付 13：15～ ５歳児相談

25日（火）
受付 10：00～
受付 13：00～

4・7・12 ヶ月児健康診査

1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般にわたる絵画の募集を行ったもので、認定こども園と新冠

小学校から１３９点の応募がありました。また、森みつ少年少女文芸賞は、北海道賛歌の作詞など女性詩人

として活躍した、故森みつさんの業績を讃え、町の子どもたちの文芸振興を図ろうと創設された賞で、新冠

小学校と新冠中学校から１１２点の応募がありました。

　表彰式は、３学期初日に各学校、認定こども園ド・レ・ミで行われました。

　事業の詳細は、対象者への個別案内や町政事務委託文書

などでお知らせします。

○農水新冠賞受賞者

年長児の部　最優秀賞

　倉持　衣吹さん（ド・レ・ミ）

年長児の部　優秀賞

　青木　　詩さん（ド・レ・ミ）

　中村　希杏さん（ド・レ・ミ）

小学校低学年の部　最優秀賞

　小田　悠聖さん（新冠小１年）

小学校低学年の部　優秀賞

　小野寺芹夏さん（新冠小１年）

　駒澤　花奏さん（新冠小１年）

小学校中学年の部　最優秀賞

　德田梨々亜さん（新冠小３年）

小学校中学年の部　優秀賞

　藤原　　葵さん（新冠小３年）

　山岸　龍馬さん（新冠小３年）

小学校高学年の部　最優秀賞

　小笠原　結さん（新冠小５年）

小学校高学年の部　優秀賞

　田村　康喜さん（新冠小５年）

　德田　琉唯さん（新冠小５年）

○森みつ少年少女文芸賞受賞者

小学校低学年の部

詩　　小野寺芹夏さん（新冠小１年）

作文　八木沢瑠愛さん（新冠小２年）

小学校中学年の部

詩　　中川　結翔さん（新冠小４年）

作文　帰山　寛奈さん（新冠小３年）

小学校高学年の部

詩　　大口穂乃莉さん（新冠小６年）

作文　渡部　　峻さん（新冠小６年）

中学校の部

詩　　木村　仁美さん（新冠中２年）

作文　久井　優月さん（新冠中２年）

・奨励賞受賞者

小学校低学年の部

詩　　澤田　晴斗さん（新冠小２年）

小学校中学年の部

作文　後藤　太助さん（新冠小４年）

中学校の部

詩　　山岸　舞彩さん（新冠中１年）

作文　駒澤あかりさん（新冠中１年）

●問い合わせ先：教育委員会管理課管理グループ　　　　　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2547

　　　　　　　　教育委員会社会教育課社会教育グル―プ（図書プラザ）　　☎ 0146・45・7777
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
お
よ
び
転

入
予
約
（
来
庁
予
定
の
連
絡
）
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出

届
の
提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、

転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入

届
等
の
手
続
が
必
要
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
タ
ル
庁

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
７
１
８

【
確
定
申
告
は

自
宅
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
！ 

】

　

税
務
署
で
は
、
来
署
せ
ず
に
、
自

宅
等
か
ら
申
告
手
続
が
完
了
す
る

「
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
申
告
」
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ホ

が
あ
れ
ば
、
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申

告
が
で
き
ま
す
の
で
、
簡
単
・
便
利

な
ス
マ
ホ
か
ら
の
「
ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
申

告
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
確
定
申
告
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

連
携
で
自
動
入
力
！ 

】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す
る

と
、
医
療
費
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

申
告
に
必
要
な
各
種
控
除
証
明
書
等

の
デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、
確
定
申

告
書
の
該
当
項
目
に
自
動
入
力
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
準
備
が

必
要
で
す
。
各
種
控
除
証
明
書
等
の

発
行
主
体
に
よ
っ
て
は
、
デ
ー
タ
が

取
得
可
能
と
な
る
ま
で
に
数
日
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
の
防
災

事
項
と
し
て
「
な
だ
れ
」
と
「
融
雪
害
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

「
な
だ
れ
」
と
は
、
斜
面
に
積
も
っ

た
雪
が
重
力
の
作
用
に
よ
り
下
方
に

滑
り
落
ち
る
現
象
で
、
大
き
く
分
け

て
厳
寒
期
に
発
生
し
や
す
い
「
表
層

な
だ
れ
」
と
、
春
先
に
か
け
て
発
生

し
や
す
い
「
全
層
な
だ
れ
」
の
２
種

類
に
区
別
さ
れ
ま
す
。「
全
層
な
だ

れ
」
は
、
固
く
て
重
た
い
雪
が
地
表

面
を
滑
り
落
ち
る
現
象
で
、
急
勾
配

の
斜
面
や
低
木
林
・
ま
ば
ら
な
植

生
の
斜
面
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。「
雪
庇
（
せ
っ
ぴ
）
」
や
「
ク
ラ
ッ

ク
」「
雪
し
わ
」
と
い
っ
た
雪
面
に

出
来
る
前
兆
現
象
で
事
前
に
危
険
を

察
知
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
る
た

め
、
こ
う
し
た
前
兆
を
発
見
し
た
場

合
は
、
決
し
て
近
づ
か
ず
に
斜
面
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

ま
だ
積
雪
が
残
っ
て
い
る
中
、
気

温
が
上
昇
す
る
と
、
雪
解
け
や
降
雨

に
よ
り
、
低
い
土
地
の
浸
水
や
河
川

の
増
水
、
傾
斜
地
で
の
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
「
融
雪
害
」
の
お
そ
れ
が

高
く
な
り
ま
す
。
２
０
１
８
年
（
平

成
30
年
）
３
月
９
日
に
は
、
５
月
並

み
の
暖
気
が
流
入
し
た
こ
と
に
よ
る

気
温
上
昇
と
大
雨
に
よ
り
全
道
で
融

雪
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
胆
振
・
日

高
地
方
で
は
、
国
道
２
３
６
号
天
馬

街
道
野
塚
峠
で
な
だ
れ
や
土
砂
流
出

が
発
生
す
る
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

各
地
で
道
路
の
冠
水
、
住
家
の
床
下

浸
水
、
河
川
の
増
水
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

気
象
台
で
は
、
な
だ
れ
や
融
雪
、

大
雨
に
よ
る
災
害
が
予
想
さ
れ
る
よ

う
な
場
合
は
、
関
連
す
る
注
意
報
・

警
報
の
ほ
か
、府
県
気
象
情
報
や
「
気

象
台
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
」
で
注
意
喚

起
を
行
い
ま
す
。
北
海
道
が
公
開
し

て
い
る
「
雪
崩
危
険
箇
所
」
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
危
険
な
個
所
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
お
住
ま
い
の
自

治
体
か
ら
の
情
報
と
併
せ
て
、
防
災

行
動
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

室
蘭
地
方
気
象
台

☎
０
１
４
３
・
２
２
・
４
２
４
９

　

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
方
に
向
け
た
就
労
自
立
支

援
施
設
で
す
。
そ
の
他
就
職
相
談
も

歓
迎
で
す
。

　

「
働
き
た
い
」
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
25
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

（
先
着
順
・
予
約
可
）

○
対
象　

　

15
歳
か
ら
49
歳
の
方
、
ご
家
族

○
場
所　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
静
内
分
室

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ピ
ュ
ア
３
階

○
内
容　

　

就
労
相
談
・
就
労
体
験
な
ど

●
お
問
い
合
わ
せ
先

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
１
４
４
・
８
４
・
８
６
７
０

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

17
日
（
月
）
・
19
日
（
水
）

　
　
　

26
日
（
水
）

３
月-

３
日
（
月
）
・
５
日
（
水
）

　
　
　

10
日
（
月
）
・
12
日
（
水
）

　
　
　

17
日
（
月
）
・
19
日
（
水
）

　
　
　

24
日
（
月
）
・
26
日
（
水
）

　
　
　

31
日
（
月
）

○
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

○
予
約
受
付　

平
日
10
時
～
16
時

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

Ｆ Ａ Ｘ 送 信 連 絡 票 
 
発 信 日 
 

 
令和 6年 1月 18日 

 
発 信 枚 数      

 
  本票を含め １ 枚 

 
 
 
 宛 先 
 

 
新冠町役場 企画課 まちづくりグループ 
広報統計係 副主幹兼係長 上村 晃司 様 

 
          ℡ （0146）47－2498   
          FAX（0146）47－2600   

 
 
 
 
 
送 信 者 
 
 

 
 〒０５９－２４１２ 
   北海道新冠郡新冠町字節婦町 104番地 

    社会福祉法人 新冠ほくと園 
 
 
    ＴＥＬ 47－2009・ＦＡＸ 45-700 
          
    ［担当者］ 水口 卓也 （新冠町デイサービスセンター内） 
 

件 名 
 

2月号広報原稿について 
 

 
 ［通信覧］ 上記書類を送付いたしますので、よろしくお願いいたします。 
     

いつもお世話になっております。 
遅くなり申し訳ありませんが、下記の内容でよろしくお願い致します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

毎週火曜日は、みるとのパンを使用した 
パンビュッフェを実施しています。 
パンに合わせたおかずも用意してあります
ので、ご来店お待ちしております。 

 
・ランチ 
（１１；００～１４：００） 
 

～お知らせ～ 

O A・文具
リバティーはしもと

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

　氏　名  住　所 電話（0146）

湯川　剛 　 本町74-10 47-3249

山口　益 　 北星町8-36 47-2598
※リストは新冠町所在事務所の行政書士です

北海道行政書士会日高支部

２月２２日は
「行政書士記念日」です

遺言・相続、契約書等作成、会計記帳、

会社設立、営業許可、車庫証明、農

地法・建設業に関する各種申請など

悩んでないで、 まず相談。
あなたの町の行政書士に

お任せください。

日高郡新ひだか町静内木場町 2－3－26
菊地淳史事務所内
電話 0146-42-3806
http://www.hi-gyosei.jp/wp/

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

浦
河
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

働
き
た
い
方
の
た
め
の

出
張
相
談
会

転
出
届
・
転
入
予
約
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
！

な
だ
れ
や
融
雪
害
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

国税庁ＨＰ

マイナポータル

「確定申告のお

知らせ」

マイナポータル

「引越し手続に

ついて」

デジタル庁

「引越し手続オ

ンラインサー

ビス」
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江
戸
幕
府
は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）、
最
初
の
仏
教
寺

院
を
蝦
夷
地
に
建
立
し
ま
す
。
等と

う

澍じ
ゅ

院い
ん（

天
台
宗
・
様
似
町
）、

善
光
寺
（
浄
土
宗
・
伊
達
市
有
珠
）、
国
泰
寺
（
臨
済
宗
・

厚
岸
町
）
の
３
寺
院
で
、
総
称
し
て
蝦
夷
三
官
寺
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
目
的
と
し
て
在
勤
す
る
役
人
等
の
葬
儀
・

供
養
や
邪
宗
門
（
主
に
キ
リ
ス
ト
教
）
の
取
締
り
で
し
た
。

　

等
澍
院
霊
墓
（
過
去
帳
）
に
は
新
冠
場
所
の
役
人
、
支

配
人
、
番
人
等
の
17
人
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
冠
会
所
の
近
く
に
は
写
真
に
見
る
３
基
の
墓
標
が
残
っ

て
い
ま
す
。
左
の
方
柱
型
に
は
「
大
崎
千
蔵
墓
・
天
保
13
年

（
一
八
四
三
）
５
月
12
日
」、
中
央
は
刻
字
が
不
明
、
右
の
櫛

型
に
は
「
性
善
院
浄
心
湛
応
居
土
・
石
坂
氏
・
安
政
５
年

（
一
八
五
六
）
４
月
１

日
」
と
刻
字
さ
れ
て
い

ま
す
。
霊
墓
に
は
大
崎

氏
は
松
前
軽
足
、
石
坂

氏
は
興
十
郎
で
詰
合
足

軽
で
す
。
安
政
３
年『
箱

館
御
奉
行
其
外
詰
合
御

役
人
役
名
書
付
』
に
は

石
坂
興
十
郎
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　

 

　

（
乾 

芳
宏
）

ふ
る
さ
と
探
究 

第
９
回

『
新
冠
と
等
澍
院
』

新冠に残る江戸時代の墓標

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 私は、絵をかくのが

得意なので絵に関

わる仕事がしたい

です。あと歌う事が

好きなので歌い手

になりたいです。

山岡　莉緒

私は、海外に行っ

て、友達と暮らし

たいです。あと音

楽に関わる仕事が

したいです。

柳澤　那奈

ぼくはプロ野球選

手になりたいです。

野球で日本一と三

冠王になって活や

くしたいと思って

います。

山口　陽大

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに
工藤　紘士	 ♡	大野　紗依　　	北星町

●お誕生おめでとうございます

成田　澪
み お り

央莉	（崇将	 もみじ)	 東　町

原　　優
ゆ う な

菜　	（拓弥	 麻美)　	 北星町

上井　裕
ゆ ま

稀　	（大知	 かなえ)	 本　町

●おくやみ申し上げます
三浦　ひさ子	 ８８歳	 緑　丘
佐々木　完	 ７９歳	 大　富
大竹　明子	 ７０歳	 本　町
後藤　佳子	 ６８歳	 東　町
本間　キクノ	 ８２歳	 北星町
山本　百合子	 ９２歳	 本　町
中川　晃　　	 ５６歳	 東　町
出雲　トシヱ	 ９５歳	 北星町
山田　靖子	 ８３歳	 東　町
濱坂　富夫	 ８９歳	 節婦町
蜂屋　雅敏	 ８７歳	 節婦町
髙瀨　良樹	 ８３歳	 朝　日
八木　功三	 ８１歳	 高　江

●お問い合わせ先
　町民生活課町民生活グループ住民係
　　　　　　　　 ☎ 0146・47・2112

【取り付けていますか？住宅用火災警報器】

 火災の早期発見に！

自分自身・家族の命、財産を守るために！

　　　　　　住宅用火災警報器を設置しましょう！

消防署新冠支署

発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
７
年
２
月
14
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

人の

うごき

人　口	 4,982 人	 （前月比	 －	29 人）

　男	 2,496 人	 （前月比	 －	23 人）

　女	 2,486 人	 （前月比	 －	 ６人）

世 帯	 2,778 世帯	 （前月比	 －	19 世帯）
（令和７年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

災害出動件数

１件（１件）

18件（30件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（０人）

９人（３人）

救急件数

 36件（ 30 件）

310件（347件）

死　者

０人（０人）

０人（０人）

火災件数

１件（０件）

４件（５件）

発生件数

０件（０件）

６件（３件）

区　分

７年１月

６年１～１2 月

区　分

７年１月

６年１～１2 月

戸  籍  の  窓

　

第
七
十
五
話　

　

「
新
冠
川
の
滝
の
主(

伝
説
）
」

（
解
説
含
む
）

　

新
冠
川
の
上
流
に
一
つ
の
滝
が
あ
る
。
こ
の
辺

り
を
支
配
し
て
い
る
神
は
カ
ワ
ウ
ソ
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
て
、
こ
こ
に
は
昔
、
豊
漁
を
祈
願
す
る
人
た

ち
の
祭
壇
（
さ
い
だ
ん
）
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
滝
の
滝
つ
ぼ
は
地
の
底
ま
で
続

い
て
お
り
、
地
獄
穴
に
な
っ
て
い
る
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
滝
の
上
流
か
ら
は
川

の
水
量
が
多
く
、
滝
の
下
流
の
方
が
か
え
っ
て

水
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
昔
、
大
き
な
鹿
が
こ
の
滝
つ
ぼ
に
落
ち
た

ま
ま
上
が
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
と
き
、
そ

れ
が
土
の
下
を
く
ぐ
っ
て
海
浜
の
方
へ
上
が
っ

た
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
洪
水
の
と
き
、

カ
ワ
ウ
ソ
の
神
様
に
向
か
っ
て
あ
ふ
れ
か
え
っ

た
水
を
土
の
下
に
く
ぐ
ら
せ
て
下
さ
い
と
頼
む
。

す
る
と
、
川
の
水
は
洪
水
に
な
ら
な
い
で
済
む

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
解
説
】

〇�

新
冠
川
の
上
流
で
、
最
も
奥
の
地
域
を
「
岩

清
水
」
と
い
い
ま
す
。
昭
和
29
年
の
新
冠
字

地
名
改
正
の
と
き
に
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
名
の
ご
と
く
、
日
高
山
脈
を
形
成
す
る
岩

場
に
、
流
量
豊
か
で
き
れ
い
な
川
水
が
流
れ
、

美
し
い
渓
谷
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
場
所

で
す
。
こ
の
場
所
に
は
、
北
電
の
水
力
発
電

施
設
が
あ
り
ま
す

〇�

岩
清
水
発
電
所
の
近
く
に
「
フ
タ
ッ
プ
の
滝
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
滝
の
辺
り
を
、
ア
イ
ヌ

民
族
は
「
フ
ッ
タ
プ

」
ま
た
は
「
フ
ッ
タ
フ
」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

意
味
は
、
ト
ド
松
の
木
が
多
く
あ
る
所
な
ど
、

諸
説
あ
り
ま
す
。
こ
の
滝
は
、
約
20
メ
ー
ト

ル
の
落
差
が
あ
り
、
岩
清
水
の
き
れ
い
な
川

水
を
優
雅
に
棚
引
く
様
は
絶
景
で
す
。
今
回

紹
介
し
た
伝
説
に
あ
ら
わ
れ
る
滝
で
あ
る
か

は
不
明
で
す
が
、
新
冠
川
の
上
流
に
存
在
す

る
代
表
的
な
滝
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇�

「
カ
ワ
ウ
ソ
」
は
、
川
の
近
く
に
住
ん
で
い

た
イ
タ
チ
科
の
動
物
で
す
。
昔
、
北
海
道
で

も
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
毛
皮
が
上
質
な

た
め
に
乱
獲
さ
れ
た
こ
と
や
環
境
汚
染
等
に

よ
り
、
現
在
で
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
エ

サ
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
伝
説
な
ど
に
登
場
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
お
話
し
で
登

場
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
つ
て
は
新
冠
に

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

パ パ　　 マ マ

令
和
７
年
２
月
号
（
通
巻
696
号
）

岩
清
水
に
あ
る
フ
タ
ッ
プ
の
滝
。
こ
の
伝
説
に

あ
ら
わ
れ
る
滝
な
の
だ
ろ
う
か
…
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祝
　
令
和
７
年
新
冠
町

二
十
歳
を
祝
う
式
典

皆
さ
ま
の
限
り
な
い
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

令
和
７
年

1
月

12
日
　
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル


